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は じめに

志木市教育委員会

教育長金子庄一

城山遺跡は、志木市の北西を流れる柳瀬川を臨む台地上にあり、縄文時代・

古墳時代の集落跡であるとともに、中世においては吋自の城』が築城された遺

跡として以前よりよく知られていました。この遺跡につきましては、過去、教

育委員会・市史編さん室・市遺跡調査会によって城の本郭や三の郭と伝えられ

ています部分の発掘調査を実施し、徐々にではありますがその実態が判明しつ

つあります。

さて、教育委員会では本遺跡、特に『柏の城』の性格を更に明らかにしたい

と考えていましたが、今回、志木ロータリークラブの御援助を賜り、 r柏の城』

西の郭と伝えられる部分の発掘調査を実施し、大きな成果をあげることができ

ました O また、調査には市内の小・中学生の参加があり、郷土の歴史を学んで

いくという、児童・生徒にとって得がたい体験もできたようです。

ここに発掘調査報告書を刊行するにあたり、本書が埋蔵文化財に対する理解

と認識を深めるとともに、郷土の歴史を研究するための資料として役立つこと

ができれば幸いに思います。

最後になりますが、発掘調査から報告書刊行に至るまでには、埼玉県教育局

指導部文化財保護課、志木市文化財保護委員会、志木市遺跡調査会の関係諸氏、

金剛洋一会長を始めとする志木ロータリークラプ会員の皆様、長勝院代表役員

新村信雄氏など、多くの方々の御指導と御協力がありました O ここに深く感謝

申し上げます。





あいさつ

志木ロータリークラブ

会長金剛洋一

ロータリークラブ創立15周年にあたり、地域社会奉仕の事業を検討中、広報

誌『社会教育しき』第13号の記事に目が止まりました。これまで口承として伝

えられていた「柏の城外堀」が発掘されたというビッグニュースであります。

日頃、地域の子ども達が参加できる企画を組むことはできないものかと考えて

いた折でしたので、通常経験のできない発掘調査を是非、学習の場に取り入れ

られたらと思い、志木市教育委員会社会教育課に相談してみました O その結果、

この事業をあらゆる面から検討され、夏休みを利用しての体験学習として、実

現は可能との返事をいただきました O ここに当局に対し、心から感謝を申し上

げる次第でございます。

ロータリークラブでは、社会奉仕委員会が担当し、計画に向げて取り組む A

万、発掘場所について教育委員会と協議のうえ、 「十白の城[ftjの郭跡」と想定さ

れている長勝院跡地が選ばれました。所有者であります福寿山地蔵院普光明寺

住職新村信雄様の快諾も得られまして、ここに柏の城発掘調査はが組織され実

施されました O

真夏の強い日差しの下で、汗を流しながら体験する小・中学生が遺物を発見

するたびにあげる感動の声が、今も耳に残っております。

発見された資料は、今後、専門家の研究材料として活用されますが、体験を

通じて肌で感じ得た郷土の歴史への理解は、生涯忘れられない思い出の一つに

なろうと思います。更には、文化財の大切さなど、千ども達への啓蒙運動の-

E力になったことを五在{言いたしてわります。

最後に、この事業の推進にあたりまして、深いご理解とご協力、ご指導くだ

されました、志木 rti教育委員会・志木市遺跡調査会の関係各位の皆様には深く

感謝申し上げます。

今後、私達一人ひとりが文化財に対する認識を更に深め、自然と文化財を守

る環境作りにお子伝いできれば幸に存じております。
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1.本書は、埼玉県志木市柏町三丁目に所在する城山遺跡(県No09-3)長勝院地点(志木市柏町

三丁目10番� 7号)の発掘調査報告書である。� 

2.発掘調査は、志木市教育委員会が主体となり、志木市遺跡調査会・志木ロータリークラブが加

わり、昭和61年� 7月16日から同年� 9月27日まで実施した� (61委保記第� 2-3498号)。� 

3.本書の編集・作成は、志木市教育委員会が行い、執筆は佐々木保俊があたった。� 

4.本書の遺構・遺物の挿図版の指示は、以下のとおりである。� 

0縮尺は、各捜図版中に指示した。� 

O遺構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す。また、ピット・掘り込み内の数値は、床面も

しくは確認面からの深さを示し、単住は叩である。
 

0遺構捜図版中の遺物番号は、遺物捜図版中のそれと一致する。
 

0遺構の略記号は、以下のとおりである。
 

H=住居祉、� D=土坑、� M=溝社� 

5.発掘調査及び出土品整理、報告書作成にあたっては、以下の諸機関・諸氏に御教示・御援助を

賜った。記して感謝する次第である。(敬称略)

埼玉県教育局指導部文化財保護課・志木市史編さん室・志木市立志木第三小学校・会田 日月・
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笹森健一・斯波� 治・高橋 敦・中島岐視生・並木 隆・新村信雄・松本富雄
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1.調 査 の経緯�  

1.調査に至る経過

昭和61年4月、志木ロータリークラブよりボランテイア事業の一環として、埋蔵文化財の調査に

対し協力したい旨の照会が教育委員会にあった。教育委員会では社会教育課が担当課となり協議を

行ったが、かねてから問題とされていた市内で唯一の城跡である城山遺跡内の『柏の城』跡の実態

を明らかにしていくため発掘調査を行うことで意見が一致した。� r柏の城』跡に関しては、かつて

教育委員会・市史編さん室・市遺跡調査会によって、本郭・三の郭と伝えられている部分の発掘調

査が実施されていたため、他の郭の調査が必要と考えられ候補地を選定したが、西の郭と伝えられ

ている部分にある清流山薬王寺長勝院の跡地が調査可能となりこれに決定した。

教育委員会では、� 6月30日文化庁長官宛、文化財保護法第98条の� 2第� 1項の規定による埋蔵文化

財発掘調査の通知を行い、� 7月16日から調査を開始した。� 

2.遺跡の立地

志木市は、埼玉県の南部に住置する。市域の地理的環境は、洪積台地たる武蔵野台地と荒川(旧

入間JlI)の形成した沖積地とに大きく二分され、埋蔵文化財包蔵地の大部分は洪積台地上に存在す

第� 1図 発掘地点と周辺の地形� (1/5000) 
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る。この台地は武蔵野台地野火止支台に属し、北東方向に舌状に伸びる台地の先端部にあたる。

城山遺跡は、北西に北東流する柳瀬川を臨む台地上にある。遺跡の北東には、柳瀬川に直交する

ように浅い谷が入り込んでおり、遺跡のある部分は小規模な舌状台地となっている。遺跡を乗せる

台地上の標高は約12m、低地との比高差約5mを測る。� 

3 .発掘調査の経過

発掘調査は� 7月16日より開始した。調査区の表土は、砂利やコンクリート塊などが埋められてお

り堅〈固められていたため、表土剥ぎに関してはパックホーを使用して行った。その後、遺構確認

を開始したが、住居祉の他土坑・溝祉など、予想以上に遺構が密集していることが判明してきた。� 

7月18日からは61号住居祉の調査を始めたが、これを切る溝祉を発見、� 6号溝祉としてこれの調査

も行った。� 7月23日は雨のため� 1日延びた発掘体験学習の開始日で、参加した小・中学生への注意

などの終了後、発掘を指導する協力員のもと� 61-64号住居枇にそれぞれ入り、� 斉に作業を始めた。a

7月26日には体験学習も終ったが、暑さと疲労に耐えながら頑張った小・中学生も満足そうであっ

た。� 7月288からは各住居祉の仕上げを行ったが、� 63号住居祉は弥生時代末葉から古墳時代初頭に

かけてのものであり、他の住居土止は古墳時代後期のものであることが判明した。住居社調査と平行

して土坑の調査も行ったが、覆土の状態や僅かながらであったが陶器片の出土がみられ、これらの

土坑が中世以後のものであることも分かつてきた。調査されたそれぞれの遺構は状況に応ピ、写真

撮影・実測などの記録化を行っていき 8月11日には大規模な地下式壌である46号土坑を残してすべ

ての調査を終了した。� 

8月18日から� 22日までは発掘調査を一時中断し、小・中学生の第� 2次体験学習である整理作業を

行う。自分達の発掘した遺物を水洗から復元作業まで実施したが、特に復元作業では土器片が接合

。
人
協
も

E
4

白

。� 

第� 2図遺構分布図(1/200) 
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するたひ'に歓声が上がっていた。� 

8月25日からは最後に残った46号土坑の調査を再開、規模の大きさ特にその深さに作業は難行し、

予想以上に時聞がかかるが、� 9月22日には写真撮影・実測を完了した。� 9月27日には埋め戻しを行

いすべての作業を終えた。� 

II.検出された遺構と遺物

1. 住 居祉�  

61号住居祉(第3図)

西半が調査区外にある。平面形は正方形を草するものと忠われ、一辺� 5.3mを測る。壁は急斜に

立ち上がり、� 40cm前後を測る。壁j毒は調査した部分では全周し、幅� 5-8cm、深さ� 6-18cmを測る。

床面は壁際を除いてよく踏み固められていた。また、住居中央から北に寄った部分の床面が35x30

叩の範囲で、焼けていた。カマドは調査区外にあるものと思われる。主柱穴はコーナ一部の深度のあ

る3本が相当しよう。他のピットは後世のものである。貯蔵穴は北コーナ一部にあるピットが該当

しょうか。覆土中には焼土粒子・炭化物粒子を多く合み、焼失家居の可能性がある。また、覆土の

堆積状態が不規則で、埋め戻された感がある。遺物は土器のみで、覆土中・床面上から多く出土し

たが、破片が大部分であった。本住居祉の時期は出土した土器から鬼高式期と考えられる。� 

61号住居祉出土遺物(第4図)

土師器杯形土器� (1-3) 

1は丸底の底部から内湾しながら立ち上がり、頭部に僅かな稜をもっ。口唇部は肥厚し、口縁部

は外反する。口縁部内外面は横ナデ、体部外面はヘラ削りの後ヘラナデされる。体部内面はナデら

れる。貯蔵穴内からの出土で、1/2の遺存度。� 

2は丸底の底部から僅かに稜をもって体部に移行する。体部は内湾しながら立ち上がり、頭部に

稜をもち、口縁部は外反する。口縁部内外面は横ナデ、体部外面はヘラ削り後ヘラナデされる。体

部内面はていねいにへラナデされる。南東壁下、床面上の出土で、口縁部の一部を欠損する。� 

3は小形の土器で、丸底の底部から内湾しながら立ち上がり、頚部に稜をもち、口縁部は外反す

る。口縁部内外面は横ナデ、体部外面はへラ削り後ヘラナデ、体部内面はていねいにナデられる。

内面及び口縁部外面は赤彩される。床面上出土で、1/4の遺存度。

土師器鉢形土器� (4) 

体部は僅かに内湾し、口縁部は外反する。口縁部内外面は横ナデ、体部外面はへラ削り後ナデら

れる。体部内面はナデられる。覆土中の出土で、1/4の遺存度。

土師器台付鉢形土器(5) 

雑な作りの土器で、高郎形土器の可能性もある。脚台部上半は「ハ」字状に聞き、下半は外湾す

る。鉢部外面はへラ削り後ナデ、内面はナデられる。脚台部上半外面はヘラ削り後ナデ、内面はナ

デられる。裾部内外面は横ナデされる。住居ほぽ中央の床面上の出土で、鉢部の大部分を欠く。
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土師器費形土器(6) 

胴部は僅かに張り、頭部に僅かな稜をもち、口縁部は大きく外反する。口頭部内外面は横ナデ、

以下はナデられる。住居ほぼ中央の床面上の出土で、1/3の遺存度。

土師器甑形土器(7・8) 

7は胴部が僅かに内湾しながら聞き、口縁部は大きく外湾する。口頭部内外面は横ナデ、胴部外

面はへラ削り後へラナデされる。胴部内面はへラナデされる。東コーナ一部の床面上の出土で、ほ

，~~，士..tt~，トヌ巳/1;ノ。d

8は胴部が僅かに内j脅しながら聞き、頭部に稜をもち、口縁部は大きく外反する。口頭部内外面

は横ナデ、胴部外面はへラ削り後ていねいにへラナデされ光沢をおびる。胴部内面はへラナデされ、

その跡が擦痕状を呈する。覆土中の出土で、口縁部から胴部上住にかけて1/2程欠損する。� 

~ 

/ @ 

6~ 

G 

⑨ Qe 
@謝。。
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@ 
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1.表土 8.暗貧舗色土{健志位子を曾C.ローム種子舎多〈含む}
 
2 業帽色~(ローム粒子を置かに曾む・鳳色土{ローム・鱒土継子を含む.1優位.穂子を.<曾む}
 

3. 暗欝咽色~ (ロ-J..・鎗~・際化絢瞳子e曾む) 10. 晴貧禍色~(ロームブ周ツクを・〈倉む.1廃止韓子を置かに曾む} 

4.噌貧帽色土{ローム・鍵土粒子..<含む� 11.噌議輔色土{ローム・鎗土・緑化物瞳子..<含む}

..晴褐色土{ローム勉予を多〈含む 12.暗質調色土{臼ーム徹子を多〈含む}
 

6. 略構色~(ローム・鍵土組子を値かに含む} 日.暗咽色土晦土・様化穐瞳子e・C.ローム桂子を多〈含む}� 

7. 噌寮褐色~ (ローム・鍵土・際ft'物種子を含む) r 
第� 3図� 61号住居社� (1/60) 
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62号住居祉(第� 5函)

住居北側� 1/2以上が調査区外にあり、平面形・規模は不明である。壁は急斜に立ち上がり、� 35cm

前後を測る。壁議は調査した部分では全周し、幅15cm前後、深さ� 5-11cmを測る。床面は壁際を除

いでよく踏み固められていた。カマドは調査区外にあるものと思われる。 ピットは1本検出された。

貯蔵穴は東コーナ一部にあり、� 85X45cmの大略長方形を呈し、深さ� 73cmを測る。覆土は黒褐色土を

基調とし、自然堆積状態を呈する。遺物は土器のみで、覆土中・床面上から僅かに出土した。本住

居祉の時期は出土した土器から鬼高式期と考えられる O 

c]:lC3 

fi 
4 

ど� 

6 第4図� 61号住居社出土遺物(1/4) lt" 
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62号住居枇出土遺物(第6図)

土師器菱形土器(1・� 2) 

1は胴部上位が張り、口縁部は僅かに外湾する。口頭部内外面は横ナデ、それ以下はへラナデさ

れるが、外面は光沢をおびる。貯蔵穴内の出土で、胴部下住以上1/2の遺存度。� 

2は小形の土器で、球状の胴部から口縁部は外湾する。口頭部内外面は、横ナデ、それ以下はナ

デられる。覆土中の出土で、胴部中位以上� 1/5の遺存度。

土師器杯形士器(3) 

丸底の底部から内湾しながらゆるやかに聞き、頭部に明瞭な稜をもち、口縁部は直線的に開く。

口縁部内外面は横ナデ、体部外面はでいねいにヘラナデされる。体部内面はナデられる。貯蔵穴内

占9


ぶぶ点ミミム~忌→
1.耕作土� 

2.暗茶褐色土{ローム・瞳土粒子を置かに含む)� 

3.厩禍色土(ローム・焼士粒子を置かに官む)� 

4.暗寮禍色土(ロ ムブロック・ローム粒子を含む)� 

5.暗貴禍色土{ローム粒子壷多〈官む}� 

6.厩禍色土(ローム粒子を官む)� 

7.暗賀補色土(ロームブロック・ローム穂子を多〈官む)込J 2m 

第� 5図� 62号住居社(1/60) 
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第� 6図� 62号住居祉出土遺物(1/4) 
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からの出土で、口縁部の大部分を欠損する。 

63号住居祉(第 7図)

床面の硬化部分(一点鎖線の範囲内)と炉祉のみが確

認された。炉祉は 75X4伽 nの楕円形を呈し、深さ 7叩の

掘り込みをもっ。遺物の出土は僅かで、あった。本住居:hl:

は出土した土器から弥生時代末葉ないし古墳時代初頭の

時期が与えられよう。 第 8図 63号住居社出土遺物(1/4)

63号住居祉出土遺物(第 8図)

壷形土器である。胴部は最大径を中位にもち球状を呈する。外面はていねいに磨かれるが、部分

的にハケ目を残す。内面はへラナテーされる。 

64号住居枇(第 7園)

住居南半は調査区外にあり、 37・38号土坑、 7号溝祉に切られる。平面形は正方形を呈するもの

と思われ、一辺 7.3mを測る。壁は急斜に立ち上がり、高さ 40cm前後を測る。壁j義は調査した範囲

ではカマド部分を除いて全周し、幅 10-15cm、深さ 2-1伽 nを測る。床面は壁際を除きよく踏み固

められている。カマドは北壁、東に寄った部分にあるが、右袖は 7号海士止に破壊されている。ロー

ムを馬の背状に隆起させ残し、灰白色粘土を被覆させ袖部とする。天井部も灰白色粘土で構築され

る。ピットは床面上に 11本検出されたが、コーナ一部の深度のある 2本が主柱穴の一部であろう。

他のピットは後世のものである。貯蔵穴は北東コーナ一部にあり、 65X5Ocmの長方形を呈し、深さ 

48cmを測る。覆土には焼土粒子・炭化物粒子を多く含み、焼失家屋の可能性がある。遺物の大部分

は土器で、覆土中・床面上から多く出土したが、カマド左側の壁下、貯蔵穴付近に集中する。また

住居中央床面上から 3点の炭化種子(ヤマモモ)が出土している。 

64号住居祉出土遺物(第 9・10図)

土師器壷形土器(1)

底部が広いため、胴部は寸胴状を呈する。口縁部は大きく外反し、口唇部内面は図面上にはよく

表われないが、僅かに蓋受け状にくぼんでいる。口縁部内外面は横ナデ、以下へラナデされるが、

外面胴部下端にはへラ削り痕を残す。カマド前面の床面上の出土で、完形品。

土師器坪形土器 (2-5) 

2は丸底ぎみの底部から内湾しながら立ち上がり、頚部に稜をもち、口縁部は僅かに外湾する。

内面口唇下には 1条の沈線が巡る。口縁部内外面は横ナデ、体部外面はヘラ削り後へラナデされる。

内面はナデられる。外面口縁部及び内面は赤彩される。北東コーナ一部の床面上出土で、口縁部泌

を欠損する。 

3は{本部に比して口頭部が高い土器。丸底の底部から内湾しながら立ち上がり、頭部に稜をもち、

口縁部は直線的に聞く。口縁部内外面は横ナデ、体部外面はへラ削り後ヘラナデされる。内面はナ

デられる。内面には油脂状の炭化物が付着する。北東コーナ一部の床面上の出土で、 2/3の遺存度。
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第� 9図� 64号住居祉出土遺物� 1 (1/4) 
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4は丸底の底部から内湾しながら立ち上

がり、頚部に稜をもち、口縁部は外湾する。

口縁部内外面は横ナデ、以下ナデられる。

南東コーナ一部に近いと思われる部分の床

面上の出土で、2/3の遺存度。� 

5は丸底の底部から内湾しながら立ち上

がり、口縁部はほぼ直線的に立つ。口縁部

内外面は横ナデ、以下ナデられるが、外面

にはへラ削り痕を残す。床面上の出土で、

口縁部の一部を欠く。 、ご¥
土師器甑形土器(6・7)� 

6は皿状を呈する土器で、底部には� 1孔

を有するため、甑形土器として取り扱った。

口縁部内外面は横ナデ、以下はナデられる

が、外面にはハケ目を残す。北西コーナ� h 

部の床面上の出土で、完形。 第10図� 64号住居社出土遺物� 2 (1/4) 

7は僅かに内湾する長胴の胴部から稜をもっ頭部に至り、口縁部は大きく外湾する。口頭部内外

面は横ナデ、それ以下はナデられるが、外面にはへラ削り痕を残す。カマド左側の床面上の出土で、

口縁部から胴部上住にかけての1/3を欠損する。

土師器費形土器� (8-13) 

8は胴部最大径をほぼ中位にもつ土器で、頭部に稜をもち、口縁部は外湾する。口頭部内外面は

横ナデ、胴部外面はでいねいにヘラナデされ、特に下半は光沢をわびる。下端にはへラ削り痕を残

す。内面はナデられる。カマド掛け口に残されていた土器で、� 1/2の遺存度。� 

9は小形の土器。胴部は丸胴を呈するものと思われ、頭部に稜をもち、口縁部は外湾する。口頭

部内外面は横ナデ、以下はナデられる。覆土中の出土で、胴部上位以下を欠く。� 

10は胴部がほぼ直線的に立ち上がり、口縁部は大きく聞く。口頭部内外面は横ナデ、以下はナデ

られる。カマド左横、床面上の出土で、胴部下半を欠損する。� 

11は胴部最大径を中位にもつ。外面はへラ削り後ナデ、内面はナデられる。外面には部分的に煤

が付着する。カマド左横、床面上の出土で、胴部上位以上を欠く。� 

12は底部から徐々に聞く。外面はへラ削り後へラナデされ光沢を有する。内面はヘラナデされる。

底面には木葉痕を残す。北東コーナ一部に近い東壁下、床面上の出土で、胴部中位以上を欠く。� 

13は胴部中位に最大径をもち、ほぽ球状を呈する胴部をもっ。頚部に僅かな稜をもち、口縁部は

外湾する。口頭部内外面は横ナデされる。胴部外面はへラ削り後ていねいにへラナデされ光沢をお

びる。部分的に煤が付着する。内面はナデられる。北東コーナ一部の床面上出土で、口縁部3/4を

欠損する。
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2.土坑�  

33号土坑(第11図)� 

35号土坑・� 6号溝祉を切る。1.7X1.3mの大略長方形を呈し、深さ� 3伽� 1を測る。坑底は平坦で、

壁の立ち上がりは急である。北東コーナ一部のピットは後世のものである。覆土はローム粒子を多

く含む暗褐色土の単一層である。遺物は縄文土器・土師器片の出土があるが、流れ込んだものと思

われる。また、馬の歯� 1点の出土があった。� 

34号土坑(第11図)� 

1.1XO.75mの不整楕円形を呈し、深さ� 1伽 n前後を測る。坑底は平坦で、、壁はゆるやかに立ち上

がる。土坑北側のピットは後世のものである。覆土はローム粒子を僅かに含む暗褐色土であった。

遺物は縄文土器・土師器の小片が僅かに出土した。� 

35号土坑(第11図)� 

33号土坑に切られ、� 47号土坑を切る。� 1.8X 1.55mの長方形を呈し、深さ� 30cm前後を測る。坑底

は平坦で、壁は急斜に立ち上がる。北壁下のピットは後世のものである。覆土はローム粒子を多く

含む暗褐色土の単一層である。遺物は土師器の小片が僅かに出土した。� 

6M 恩� 
L 

.1ZJ帽 ー...' B-ー

総 応機 、総雨。 金ぶJ
第11図� 33-35・47・48号土坑、� 6号海社� (/60) 
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36号土坑(第12図)� 

63号住居祉を切る。1.7XO. 7mの長方形を呈し、深さ� 5伽� n前後を測る。坑底は平坦で¥壁の立ち

上がりは急である。覆土はローム粒子を多く、炭化物粒子を僅かに含む暗褐色土の単一層であった。

遺物の出土はなかった。� 

37号土坑(第12図)� 

63・64号住居祉を切る。短辺0.75mの長方形を呈するものと思われる。坑底は平坦で、、壁は急斜に

立ち上がる。北壁下にピットが� 1本検出された。覆土は� 1層ーローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子

を含む暗茶褐色土、� 2層ーローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子を含む暗褐色士、� 3 • 4層ーロー

ム粒子を僅かに含む暗褐色土で、� 4層がやや暗い。遺物は縄文土器・土師器の小片が僅かに出土し

た。� 

38号土坑(第12図)� 

64号住居祉を切り、西半は発掘区外にある。短辺1.25mの長方形を呈するものと思われ、深さ� 60 

cm前後を測る。坑底は平坦でト、壁はほぼ垂直に立ち上がる。坑底に� 2本のピットが検出された。覆

土は� 1層一表土、� 2層ーローム粒子を多く、焼土粒子を僅かに含む暗茶褐色土、� 3層ーローム粒子

を多く、焼土粒子を僅かに含む暗褐色土、� 4層ーローム粒子を含む黒褐色土。遺物は土師器片が大

部分であるが、鉄軸の施された陶器小片� 1点があった。� 

Li; 一-)~ \-r\~ ¥τ寸:b

納 長雲仙� ~ 蕊総選遠ート〈一

心川〉琴己点議tEd
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った。� 

41号土坑(第12図)

一辺70cm前後の不整方形を呈し、深さ� 75cmを測る。柱穴状のピットであるが、覆土中に焼土粒子・

炭化物粒子・灰を含むという、� 40・42・45号土坑と共通点をもっため、一応土坑として取り扱った。

遺物の出土はなかった。� 

42号土坑(第12図)� 

1.55XO.8mの長方形を呈し、深さ� 25cm前後を測る。坑底は平坦で、壁は急斜に立ち上がる。覆

土はローム粒子を多く、焼土粒子・炭化物粒子を含む暗褐色土の単一層である。遺物は土師器・須

恵器片が僅かに出土したが、瓦質の菱形土器の小片� 1点がある。� 

43号土坑(第12図)� 

1.2XO. 4mの長情円形を呈し、西側にはピットがある。坑底は平坦で、深さ� 20cm前後を測り、壁

は急、斜に立ち上がる。覆土はローム粒子を含む暗褐色土であった。遺物は縄文土器・土師器の小片

が僅かに出土した。� 

44号土坑(第12図)� 

0.8 XO. 45mの長方形を呈し、深さ� 15cm前後を測る。坑底は平坦で、、壁は急斜に立ち上がる。覆

土はローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子を多く含む暗褐色土であった。遺物の出土はない。� 

45号土坑(第12図)� 

2基の不整方形の土坑の重複を思わせるが、覆土は灰を主体とし、ロームブロック・ローム粒子・

焼土粒子・炭化物粒子を含む同ーのものであった。付随する� 2本のピット中の覆土も同様であった。

遺物の出土はなかった。� 

46号土坑(第13図)

南・東の� 2ヵ所に竪坑をもっ地下式墳であるが、地下室の天井部は崩壊していた。竪坑は両者と

も開口部は楕円形を呈し、漏斗状に掘り込まれ底面に至る。南側竪坑部の底面は1.OXO. 7mの長方

形を呈し段をもっ。東側のものは一辺1.0m前後の正方形を呈する。地下室は3.9X2. 4mの長方形

を呈し、竪坑部底面より� 70cm前後低い。覆土はロームブロック・ローム粒子を多量に含む暗黄褐色

土と、黒褐色土・暗褐色土の互層となる。遺物は縄文土器・土師器片が大部分であるが土師質土器

片� 2点、暗茶褐色粕の施された揺鉢片� 1点の出土がある。� 

47・48号土坑(第11図)


当初、住居祉と想定し調査したが、� 2基の土坑の重複と判明した。前後関係は不明で、ある。� 47号
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土坑は一辺1.25mの長方形を呈し、深さ� 35cm前後を測る。坑底は平坦で¥壁は急斜に立ち上がる。� 

48号土坑は1.45X1.3mの大略長方形を呈し、深さ� 40叩前後を測る。坑底は平坦で、壁はほぼ垂直

に立ち上がる。覆土は両者ともローム粒子を含む黒褐色土であった。遺物の大部分は土師器片であ

るが、土師質土器の小片� 1点の出土がある。� 

i~→J一一一\ ; 

〆，ノ� 

-

金

第13図� 46号土坑� 0/60) 
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3.溝祉�  

6号溝祉(第11函)� 

61号住居祉を切り、� 33号土坑に切られる。ほぼ東一西の走行方向をとり、幅O.7X1.Om、深さ� 10 

cm前後を測る。� j幕底は平坦で、、壁の立ち上がりは急斜である。覆土はローム粒子を僅かに含む暗褐

色土であった。遺物は土師器の小片が僅かにあった。� 

7号溝祉(第� 7図)� 

64号住居祉を切る。� 'lぼ北一南の走行方向をとるが、南側では壁の確認ができなかった。土坑の

可能性もある。幅0.75-1.1m、深さ� 40cm前後を測り、溝底は平坦で、壁は急斜に立ち上がる。覆

土はローム粒子・焼土粒子を多く含む暗茶褐色土の単一層であった。遺物は土師器片が大部分であ

るが、完形の硯� 1点の出土があった。� 

4.包含層出土の遺物

第� 1類(第14園)縄文時代早期後半の土器である。� 

1は微隆起線により文様が描出される土器。野島式土器である。� 

2-4は太沈線で区画し、区画内には結節沈線文が充填される。� 2. 3は口唇上に刻みが加えら

れる。いずれも内面には条痕文が施される。鵜ガ島台式土器である。

5は縦住に� 2列の刺突文が施され、口唇上には刻みが加えられる。茅山上層式土器であろうか。� 

6-8は隆帯が貼付された土器。� 6・7は口縁部に隆帯を巡らせた土器で、隆帯上には二又状の

施文具による刺突が加えられる。器面には幅広の沈線文が波状に施される。� 8は縦・横に隆帯を貼

付した土器で、隆帯上は二又状の施文具の刺突により加飾される。器面は幅広の沈線が波状に施さ

れる。以上の土器は同一個体と思われる。� 

9 -19は沈線文が施された土器。� 9は口唇上に刻みが加えられる。� 10-12は波状口縁の土器で、

波状に沈線が施される。� 13は口唇下に� 1条の沈線が巡る。� 14は多条の沈線が波状に施される。内面

には部分的に条痕文を残す。� 15-17・19は擦痕状の沈線が波状に施される。� 10・12・15-19には胎

土中に動物珪酸体といわれる白色針状物質が含まれる。以上の� 6-19の土器は下吉井式土器と考え

られる。� 

20-40は条痕文が施された土器。� 20・21は波状口縁の土器である。� 38・40は器面に擦痕状の痕跡

を残し、胎土中には動物珪酸体を含む。

以上向土器は、多少の差はあるが胎土中に繊維を含む。

第2類(第15図41.....44)縄文時代前期前半の土器である。� 

41は平行沈線により文様が描かれ、癌状貼付文が付けられる。� 42は単節の斜縄文を地文とし、半

裁竹管による平行沈線が施される。� 43は環付きの単節縄文が、� 44は無節の縄文が羽状に施される。

これらの土器は胎土中に多量の繊維を含む。関山式土器であろう。





80 

通園
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第 3類(第15図45-54)縄文時代前期後半の土器である。 

45は平行沈線で文様が描かれる土器で諸磯 b式土器と考えられる。 

46-50は浮線文が貼付された土器で、浮線上にはへラ状施文具による刻みが加えられる。 46は口

縁が波状を呈する。 47-50は縄文を地文とする。諸磯 b式土器である。 

51は浮線状に半裁竹管による刺突が加えられたもので諸磯 b式土器であろう。 

52-54は斜縄文が施された土器。 54は附加条の縄文か。

第 4類(第15図55-67)縄文時代中期前半の土器である。 

55・56は横住の平行沈線により区画し、平行集合沈線文が羽状に施される。 57-60は結節のある

縄文が施された土器で、 57・58は横住、 59・60は縦住に施文される。五領ヶ台式土器と思われる。 

61は頚部が屈曲し、口縁部が内湾する土器。口唇上には結節沈線文が巡る。口縁部の文様は隆帯

による幅狭の長楕円形区画文と区画文聞の渦巻状の貼付文からなり、区画内は隆帯に沿って結節沈

線文が施される。頭部の屈曲部には 2条の結節沈線文が巡る。胴部上半の文様は結節沈線文による

長方形の区画が形成され、区画内には蛇行する沈線文が充填される。 62は口縁部に隆帯による楕円

形の区画文が形成され、区画内は隆帯に沿って角押文が施される。区画文の端部には刻みのある縦

住の貼付文が付けられ、そこから隣りあう区画文を隆帯が連結する。この隆帯及び区画外の隆帯に

沿って角押文が施される。胴部は指頭状の押捺が巡る。 63はキャリバー状を呈すると思われる土器

である。刻みのある縦位の貼付文を貼付し、それを境にして隆帯による区画文が形成される。区画

内は隆帯に沿って角押文が施される。口唇上は口縁部の貼付文を境にして刻みが加えられ突起状を

呈する。 64は頚部が屈曲し、口縁部が内湾する土器である。口唇部は平坦で¥内外面端部には刻み

が加えられる。口唇上には 3条の結節沈線文が巡る。口縁部の文様は結節沈線文によって上下を区

画された中に、上部には小ぷりの連続する逆 rUJ字状文が、下部には大ぷりの連続する rUJ字

状文が沈線により施される。 65は波状口縁の土器で、頭部は屈曲し、口縁部は肥厚する。口縁部の

文様は横走する隆帯に沿って角押文が施される。 66は口縁部が外湾する土器である。口縁部には隆

帯による幅広の区画文が形成され、隆帯に沿って角押文が施される。区画内には縦住の角押文列が

充填される。頭部には隆帯による幅狭の長楕円形の区画文が形成され、隆帯に沿って角押文が施さ

れる。 67は口唇部が内屈すると思われる土器で、平坦な口唇上には 2条の角押文が巡る。器面には

指頭状の押捺が多段に巡る。以上の土器は勝坂式土器成立期前後のものと考えられ、阿玉台式土器

の影響をもつものが含まれる。

第 5類(第四国68-77)縄文時代中期後半の土器である。 

68は口縁部破片で隆帯による区画文をもっ。区画内は単節の斜縄文を地文とし、隆帯が貼付され

る。 69は口縁部には渦巻文が、胴部は撚糸文を地文とし、 3本 1単位の沈線の懸垂文が施される。

加曽利 EI式土器であろう。 

70・71はキャリバー形を呈する土器で、 70は波状口縁となる。太沈線による渦巻文や区画文が施

され、区画内は縄文が充填される。加曽利 EII式土器である。 

72・73は内湾する口縁部破片。沈線による逆 rUJ字状文が施される。加曽利 Eill式土器であろ

うか。
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74~77は胴部破片。 74は複節、 75は単節の斜縄文を地文とし、懸垂文が施される。 76 ・ 77は蛇行

する条線が施される。加曽利 EIIないし加曽利 E田式土器と考えられる。

第 6類(第15図78・79)縄文時代後期後半の土器である。

同一個体と思われる土器で、口縁部は波状を呈し、口唇部は肥厚する。隆起縄文帯聞の無文部に

は三角形の刺突文列が 2条巡る。安行 I式土器であろう。

第 7類(第15図80)弥生時代後期の土器である O

球胴状を呈すると思われる査形土器。肩部には 3段の縄文帯が羽状に施され、 rSJ 字状結節文

で区画される。剥落している部分もあるが、 5個 l単位の小形の円形浮文が貼付される O 縄文帯以

外はハケ整形後ていねいにヘラ磨きされ、赤彩される O 弥生町式土器であろう。 

ill.ま と め

城山遺跡は過去、市教育委員会・市史編ーさん室・市遺跡調査会により 4地点の発掘調査が行われ

ており、縄文時代前期、古墳時代前・後期、予安時代の集落祉であるとともに、中世城館土止と考え

られる『柏の城」の所在する複合遺跡であることが知られている O 持に市遺跡調査会で昭和60年度

に実施した調査では、古墳時代後期を中心とする 60軒に及ぶ住居祉を始め、歴史時代の土坑.i善社・

井μ士止などが検出され、現在、発掘調査報告書の作成が行われているところである。

さて、今同の発掘調査は 300ぱに満たない小規模なものであったが、本遺跡の内容について新た

な知見を加えることができた。

縄文時代については遺構の検出こそなかったが、早期後半条痕文系土器の良好な資料を得ること

ができた。特にその終末、下吉井式土器の出土が多い。

住居士止は 4軒調査されたが、 63号住居祉は弥生時代のものである可能性がある O 包含層中の遺物

の中に壷形土器の大形破片があり弥生町式土器と考えられ、本遺跡では初見のようである O 

61・62・64号住居祉は、台墳時代後期鬼i高式期のものであった。量的に多かった 61・64号住居士止

の土器のうち、部形土器・婆形土器・甑形土器について概観してみる。 

61号住居上Il:

杯形土器 口径 13cm前後のものと 10cm前後のものの 2種があるが、掠形的には稜をもち口縁部が

外湾するという点では類似する O 

の径の差はそれほど顕著では11妻形土器一長婆は胴部が比較的丸みをわびるもので、口縁部と胴音

な¥'>0 他に復元できなかったが、丸警の破片が多くあった。

甑形土器一底部から比較的直線的に聞く器形で、口縁部は強く屈曲するものである。 

64号住居杜

部形土器一 II縁部が短く外湾ぎみで内面に I条の沈線をもち全体的に偏平なもの、口縁部が長く

直線的に聞く大形のもの、口縁部が外湾するもの、口縁部が直立きやみでやや小形のものとバラエテ

ィーに富む。

菱形土器一長饗はほとんど胴が張らず、直線的で¥口縁部は大きく聞く点に特徴がある。丸妻は胴
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部はほぼ球状を呈し、口縁部は外湾する。他に小形の菱形土器がある。

甑形土器一大形甑は胴部が僅かに内湾しながら徐々に聞き、口縁部は大きく外反するものであっ

た。

以上、 2軒の住居社出土の土器についてみてみたが、共に 6世紀後半代の年代を与えて大過ない

ものと思われる。しかしながら細かい部分では相違がみられ、 64号住居祉の土器の方が後出するも

のと考えられる。

歴史時代の遺構と考えられるものには土坑と溝祉があった。特に土坑は群在しており、いくつか

の類型に分類できそうである。長方形を呈した規格的なもの、焼土・灰などを覆土に含む不整形な

もの、地下式療などに分けられょうか。いずれも出土遺物が僅かでト、時期など持定できないが、長

勝院という寺院自体、天正の末には創建されていた可能性があるという。そうだとすると、これら

の土坑や溝祉の構築は、長勝院創建以前にさかのぼることになる。 rr柏の城』に関連する遺構とし

て考えてよいのかもしれない。今後の課題である。

最後になるが、前述したように今回の調査には、小・中学生にも積極的に参加してもらう調査体

制をとった。児童・生徒の加わった発掘調査は間々みられる。その中には、調査に関係する者すべ

てが共に考え、試行錯誤をくり返し、実際に発掘調査に係わりながら、生きた歴史を学んでいくと

いう姿勢をとり、これをなしとげている所もあると聞く。そのような意味からすると、体験学習を

一つの目的とした今回の調査には、いくつか不備な点がみられた。報告書作成の時間と紙幅の都合

もあり、今ここで詳細な検討はできない。しかし、このような試みは一過性のものとして終わるの

ではなく、何度もの積み重ねが必要なのはいうまでもない。そのためにも今回の体験学習の部分に

対する評価も正確に行つでいかねばならない。生きた歴史を学ぶことにより、私達が未来に何を残

す必要があるのかを知ることができるだろう。発掘調査という一つの場において、共に学ぶことに

より、そのことを考えていくことは不可能なことではないと思われる。

巻末に調査に参加した子ども違の作文を掲載した。そこには、真夏の酷暑の中での彼らの頑張り

ぶりがあますところなく表わされている。そして、新しい体験に対する驚きゃとまどい、喜びゃ楽

しみといったようなものが、私達に伝わってくる。子ども達がこのような感動を得ることができた

という事だけでも今凶の試みは成功したと考えるのは、関係者の思い上がりであろうか。すべては

これからなのである。
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調査に参加して

発掘作業をして

志木小学校大林邦生

ぼくは、土器がどこから出てくるか、どの

ように出てくるのか、まったくわからなかっ

た。それに土器を探してくっつければ発掘は

終わりだと思っていた。しかし、この夏休み

で苦労がよくわかった。

ぼくは始め、てきとうにほったらいいやと

思ったけれど、すぐにおこられた。一人でち

がう所をほるのではなく、みんなで同じ深さ

に少しずつほっていくので、ぼくはびっくり

した。しばらくすると足と首がいたくなった

し、たいくつしてきた。もうぼくはやけくそ

だった。だが、発掘というのは、一人でやる

のではなく、みんなで力を合わせてやるもの

だということがわかった。

思い出に残る体験学習

志木 小 学 校 吉 田 和 弘

「キーンコーン、カーンコーン」チャイム

が鳴り、席に座った。机の上に手紙が置いで

ある。見てみると、夏休みに体験学習を聞く

と書いである。そのとき、 「おもしろそうだ

な」というのが第一印象だった。ぼくは、社

会は好きだけど、こういう行事には一度もい

ったことがなかった。でも、 「小学校生活最

後の夏休み。夏休みの思い出としていってみ

るか」という気持ちが、いく動機になった。

いよいよ体験学習の日、この日はあいにく

雨だった。ぼくの気持ちとは、正反対の天気

だ。でも、ねんのためいってみた。まず、土

器のかけらを洗う作業だ。土器をさわるのは

始めてで、いま手に持っている物は、昔の人

もさわって{吏っていたのかと思うと、なんだ

かびっくりしたような気がした。

「次の日こそ晴れて、発掘したいなJ とい

う願いがかなったように、天気はよく晴れて

いた。発掘する前は、なんとも言えない気持

ちだったが、だんだん疲れたという気持ちに

変わりつつあった。ぼくが始めて掘った土器

は縄文式土器だ。黒っぽくもろい土器だ。そ

れからどんどん掘って、だんだん床がみえて

きた。掘るのも楽じゃないなと何回も思った。

そして、いちおう発掘は終わった。土器が

さわれたことがうれしかった。次は復元作業

だ。自分で掘った土器を完成させるのだから

自分の物だと思って、しんけんに完成させた

いなと，思っていた。� 8月末まで復元作業をや

るのをf寺っていた。

いよいよ復元作業の目。復元作業は発掘よ

り大変という二とは分かっていたが、こんな

にも大変だとは知らなかった。今まで土器を

復元した人は、ょくできたなあと関心するば

かりだった。� rあっ、これか」と思うとちが

う。� r草色立すこれだ」と，思ってもちがうという

ふうに、思いどおりにはいかない。でも、自

分で、掘ったものを完成しなくちゃ、気がおさ

まらないので、いっしょうけん命やってみた。

ちょっとでも復元できたときの気持ちは、な

んともいえないいい気分だ。そのいい気分を

もっと味わいたかったなと思った。

夏休み体験学習が終わった。夏休みの中で

今年は最高の夏休みだった。とくにこの体験

学習はいってよかったと思う。やっぱり何事

もやってみるということが改めて知らされた。

ぼくの一生の思い出として、とうとい体験学
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習だった。本当に「思い出に残る体験学習」

だった。

夏休み子ども体験学習に参加して

志木第三小学校伊野部信弘

ぼくは、この夏休みに遺跡の発掘とその整

理作業の学習に参加しました。期間はどちら

も5日間ずつでしたが、とても楽しかったで

す。

発掘では、住居跡内をいくつかに分け、ぼ

くが掘った所は、住居跡内のはじの方でした。

土を掘ると中からいろいろな物が出てきます。

土器のかけらが多いですが、ぼくが掘った所

に、ぜんぜんわれていないわんが出てきまし

たO それに最後の日には、一つの場所から� 7

つぐらいまとまって出てきた時には、ぼくは

すこいなあと� d思いました。それから、� lまくカf

掘った所とちがう場所から、小さいほねらし

い牧1も出てきました。

整理作業でぼくが作ったのは、大きなかめ

とおさらです。発掘で出た土器を水であらっ

てかわかして、ジグソーノfズルみたいにして

くっつけていくのです。全部きれいにくっつ

くわけではないので、むずかしかったけど、

とても楽しい体験でした。

文化財発掘調査体験学習に参加して

志木第四小学校町田理佐子

わたしは、夏休みに文化財発掘体験学宵が

あるというので参加してみました。今までに

志木市内に何千年も昔から人が住んでいる事

など知りませんでしたので、参加して大昔の

事をすこしでも知ろうと思いました。

発掘場所は、志木市柏町三丁目、長時院と

いうお寺です。このあ、寺の近くからは、古墳

時代前期約1700年前と後期約1500年前の土器� 

や、� f主居あとなどもみつかったそうです。

わたしは、本などで見た事がありますが、

土には層位があるということを、今回はっき

りと分かりました。一番上が黒土、� J番目が

かっ色士、三番目が赤土だそうで、土の色が

一つ一つちがっていました。土を掘っていく

うちに、石のような土器を発見しました。土

器にはいろいろな種類があります。カメ形土

器やこしき形土器、たかっき形土器などたく

さんあります。

参加している問に、住居あとや土器、古銭

なども発掘されました。1'1-も土器のはへんを

何十枚もみつけだし、とってもうれしかった

です。昔の人になんらかの形で使われていた

午勿です。それを子にして、むねがドキドキし

ました。もっとみつけだせないだろうかと一

生けんめい掘ってみました。まわりの「こん

なのみつけたよ」とかいう声にふりむいてみ

たり、とても夢がありました O 真夏の暑い中、

汗をかき、長スボンをはき、帽子をかぶり、

カにくわれながら掘りだした土器。そして、� 

8月末になってから掘りだされた何千もの土

器のかけらを一つ一つボンドでくっつける大

変な仕事。でも、発掘学習に参加して、今ま

でまったく知らなかった大昔の生活、地層の

事、いろいろな事を少しでも見、また知る事

ができ、大変楽しかったです。またこのよう

な機会がもてる時には参加してみたいと思い

ました。

発掘調査にいって

志木第四小学校山田裕子

わたしは、最初の Bに行ったとき、人がと

ても少なかったので、 「休みの人もいるのか

な」と思ったら、ちがいました。もともと少

なかったのです。わたしは、もっとたくさん
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の人が申し込んだのかと思いました。

掘るのは、たいへんでした。シャベルでう

すく土をとるのですから。

でも、土器がでてくるのはおもしろかった

です。最初は、先生方に、

「これ土器」

と聞いたりしました。土の固まりや石を土器

とまちがえたりしました。でも、だんだんな

れました。

さて、 8月に入って発掘した土器をくっつ

ける日になりました。

いってみたら、とてもたいへんでした。洗

うとこしがいたくなります。最初の日、多い

のをえらんだのがまちがいで、最後までかか

つてしまいました。

くっつけるのも、なかなか合うのがなくて、

歩きまわってさがしました。

最後の日が近くなると、土器のかけらに文

字を書いたり、もょうがついている土器のた

く本を取ったりしました。

又、友達もできました。宗岡第三小学校と

宗岡第四小学校の人です。

友達もできたし、いろいろな事が身につい

たので、参加してよかったです。

発揮調査体験学習

宗岡第四小学校鹿倉由己

ぼくは、この体験学習が思い出になりまし

た。こういうことは、めったにで、きないし、

あまり子どもがやるなどないから、すごくう

れしい。

また、自の前で土器を見たりするのは、は

じめてでした。

一番始めに土器がでてきたときは、うれし

かった。土器とかを掘ったら、住居や住居の

柱のあとがでできました。

発掘で一番おもしろかったのは、土運びで

した。すごく重たいけど、一輪車で遊んでい

るみたいでおもしろい。ぼくは、途中からほ

とんど遊んでいました。それから毎日土運び

をしていました。みんなまねをして土運びを

します。土運びをしている人は半分ぐらいで

した。休けいに入ると、みんなすぐにやめて

休みます。それほどみんなつかれてるんだな

と思いました。休けい時間の問、みんないろ

いろなことをしていました。ぼくたちは庖に

いって、アイスをかつてたべていました。毎

日暑い日ばっかりで、あせがだらだらででき

て、ふくがあせとよごれできたなくなりまし

た。発掘のときはぜんぶそうで、自の Tシャ

ツがまつくろで、なかなかおちませんでした。

発掘がおわるとつぎは、土器をくっつける

仕事でした。土器はなかなかくっつかないの

でたいへんでした。土器のほかに、湯のみや

はか石がでできました。土器のかたちはして

いるのに色はちがうし、すごくたいへんな仕

事でした。でもすごくいい思い出になりまし

た。来年発掘があったら、せ'ったいにやりた

いと思います。

発掘調査の楽しみ

宗岡第四小学校田津人志

ぼくは、思いがけず発掘ができた。はじめ

て行った日は、雨がふったせいで土がどろど

ろになっていた。くつも土がくっついてある

きにくかった。さっそく準備にとりかかった。

まず軍手をもらって、シャベルをもって準備

が完了した。発掘にうつった。さすがにほり

かたもちがって、土をうすくうすくほってい

った。すごくつかれたが土をほってみた。と

なりの人は、もう何こか土器をみつけていた。

ぼくもいっしょうけんめいがんばった。そし
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たら中からかたい物が出てきた。いっしょに

やっていたおじさんに、

「これなあに」と聞いたら「土器だ」といっ

てくれた。ぼくは、いっしゅん「ゃった」と

，思った。そしてもっともっとほってみた。な

んとなくとなりの人と競争しているようなか

んじがして楽しかった。それにどんどん土器

のかけらが出てきた。すごくあせがでてきた。

そしてやっと休みがきた。ひとまずやめて、

軍手を手からはずしてみた。そうしたら手は

まっ白だった。でもなぜか指と指のあいだに

は、ちゃいろくよごれていた。しばらくして

休けい時聞がおわった。とってもいい気持ち

だった。そしてしばらくほっていると、おじ

さんが「これほってごらん」といった。ぼく

はほってみた。するとその土器にはもょうが

ついていた。それをもっておにいさんにきい

てみた。 rこれいつごろの」ときいてみた。

そしたら、

「これは何千年も昔の物みたいだ」といった。

ぼくはなんとなく信じられなかった。そして

こんどはーヵ所をず、っとほっていった。する

とだんだん土の色が赤っぽくなってきて、と

てもかたかった。ちかくにいたおじさんが、

「そこはほらなくてもいい」といったのでや

めた。ほかのところにいってもやっぱり土が

赤くなってかたくなってきた。やっぱりはじ

めてだったので、っかれたけどとっても楽し

かった。もう一度やってみたいと思った。

発描調査体験学習に参加して

宗岡第四小学校漂沢聡ー

「ゃった、ぼくもみつけたぞ」と心の中で

さけびました。丸っこくて、こげ茶色をして

いる物をみつけました。先生に見てもらった

ら、石だと言われました。石とまちがえやす 

いと言われたけど、こんなに似ているとは思

いませんでした。それからすぐに、こんどは

本物の土器をみつけました。となりでやって

いた中学生の人は、もう 2. 3個はみつけて、

そうとう掘り進んでいました。ぼくも、追い

っこうと、スピードをあげました。縄文土器

や石器などもみつけてみたいなあと思ってい

ました。

ほかのところでは、沢山出ているけど、ど

うして出ないのかと，思っていたら、土器が出

てきました。太くて、石かなと，思っていたら

縄文土器でした。思わず、、持って帰りたくな

りました。そして少しやっていたら、向い合

わせになっていた細田君が、床を出している

と言っていました。床つてなんだろうと思い

ました。そうしたら、そこに家があって、そ

の床だと分かりました。ずいぶん早いなあと

思っていました。先生に床まであと何cmぐら

いか測ってもらったら、 50cmもありました。

気が少し遠くなりました。けれども、がんば

ってやりました。

あまり出ないので、あっちへ行っていいよ

と先生が言ってくれたので、細田君と行って

みました。そしたら、おもしろいほど、どん

どん、どんどん出てきました。

次にピットというところを掘ったり、いろ

いろなところを掘ったりして、とっても楽し

かったと，思いました。

復元作業のとき、一番不思議に思ったのは

これだけの中から、どうやって元の形にもど

すか、みんなほとんど不可能みたいなものを

事且み立てていたから、すこ、いと思いました。

先生なんか、土器を見て、どれにはまるかす

ぐ分かつてしまいました。それから、ほとん

ど今のせとものと同じなのに、普のせともの

だから、ぜんぜんみわけがつかないのも不思
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議でした。土器を洗うときが一番たのしいと

思いました。

発掘と復元両方楽しかったけれど、ぼくと

しては、発掘の方が楽しいと思いました。発

掘調査体験学習で、とてもいい体験になりま

した。

発摘調査体験学習

宗岡第四小学校細田哲雄

ぼくは、発掘調査で、小学校生活最後の夏

休みの思い出になりました。

発掘調査の 1日目は、雨で l日延期になっ

た。そのときぼくは、 「ざんねんだなあ」と

思いました。

次の日は晴れていたのでできると思い、友

達の鹿倉君の家に電話をかけました。すると

鹿倉君は弁当を買うので、ぼくも早く行って

いっしょに行くことになりました。その弁当

屋では、作る時聞が長くて、そのとき、

「あと 10分しかないよ」と、ぼくは鹿倉君に

いいました。弁当ができていそいでいきまし

た。その弁当屋から、ものの 5分もしないう

ちにつきました。

開会式のあとに、はんに分かれて住居跡と

思える場所を掘りはじめました。いまらくし

て、石みたいな物に当たった。それを、スコ

ップで掘り当ててみると、ただの石ころだっ

た。発掘最初の当たりは石ころだった。

またそれからしばらくして、こんどはさっ

きとちがうにぷい音がした。また掘り当てる

と、石みたいな土器みたいな物でした。

「おばさん、これ土器ですか」と係のおばさ

んに言うと、

「それは土器」と言われて、ぼくはうれしく

なりました。発掘で最初の土器が出たからだ。

そして午前中は、あと 5・6コあった。

午後の部のと中で場所がかわった。そこで

はなんと、土器がいっぱい出てきました。そ

れも始めて 30分もしないうちに。そして、午

後 3時になりこれでもう解散しました。これ

で 1日目はおわりました。

できたらまた来年も、参加したいと思いま

した。



図 版






図
版

発

掘

体験学習開校式

調査風景



図
版

遺 

4蕎 

61号住居祉 

62号住居祉



図
版
三

遣

構 

64号住居祉  

64号住居士止カマド



図
版
四 

遣

4蕎 

40号土坑  41・44号土坑 

42・43号土坑 45号土坑 

46号土坑



輪鮮品; 

61号住居祉出土遺物

物

?想 空 ，き!

図

版

五

遺

62号住居壮出土遺物



図
版
六 伊紳
 ' に錨伊� 

， 
s 
s 

、
'1
.
‘目

t 

S 
E

遺

a 

物� 
a 

63号住居祉出土遺物

' 
を幅値幅醐ー岨帽帽圃嗣軍国輔田園帽岨ー帽園田園田開園岨帽幅制輔帽輔岬圃司..1 

hw 
Y 

4 

関与� 

64号住居祉出土遺物



図
版
七

遣

物

一必叫~- 40D 

7.t1 

土坑・溝祉出土遺物

包含層出土の遺物



図

版

八

遣

物

包含層出土の遺物



志木市の文化財第11集

城山遺跡長勝院地点

発掘調査報 告書

発行 志木市教育委員会

志木市遺跡調査会

志木ロータリークラブ

発行日 昭和  62年 1月 17日

印刷 梅田印刷株式会社




